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チンゲンサイの冬期栽培でのわき芽伸長の

品種間差異並びに保温の影響

竹)11昌宏事

饗約

チンゲンサイの冬期のわき芽伸長について，品種間の差異並びに被覆処理による保温の影響を検

討した.

1 わき芽の伸長株率及び花軸の伸長霊は品種によって異なった.

2 わき芽の伸長株率と花軸の伸長霊との関係は小さかった.

3 1~2 F.1の平均気温が 6 ~ 7 ocの無被覆区はわき芽の伸長が多く，被覆医の中でも平均気温が

高い区はわき芽の伸長が小さかった.

4 1~2 月の平均気温が間程度の場合，最高気温が高く最低気誼が低い密期処理は，二重被覆処

理に比べて生育が速くわき穿伸長は少なかった.

I:rifluence of Heat Insulation on Developement of Lateral Shoots of Several 
Chingensai cultivars (BrαSSLCαcαmpestris ssp. chinensis) in winter. 

Masahiro T AKEGA W A 

Summary 

Developement of lateral shoots of chingensai (Brassica campestris ssp. chinensis) in winter 
was investigated. 
(1) The number of lateral shoots and the length of floral axes varied amcing cultivars. 
(2) Little relationship wasobserved between the number of lateral shoots and the length of 
floral axes. 

(3) With no plastic film cover， the mean temperature was .6-70

C and many lateral shoots 
developed，. As the mean temperature rose， fewer lateral shoots developed. 

(4) When the maximum terriperature was higher， the growth rate rose and fewer lateral 
shoots developed if the mean temperature was the same. 
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チンゲンサイは軟弱野菜の 1品目として，周年栽培さ

れる.春期~秋期は頂芽のみ生育し，わき芽の伸長は生

じないが，冬期の被覆栽培においてわき芽が伸長し，商

品性の低下や収穫調製の手拐の増加などを引き起こして

いる.

地栽培のキャベツと異なり，チンゲンサイは保温施設内

で栽培されることから，わき芽伸長の条件も異なると考

えられる.

植物のわき芽の発育の外的な要因についてはこれまで，

摘心 1) 土嬢水分ベ施肥量ベ土壌温度円紫外線3)

などの影響が報告されている.著者ら 7) は越冬キャベ

ツについて，わき芽は低温時に伸長するが，定植時期の

違いによりわき芽の発達が影響を受けることを明らかに

した.チンゲンサイのわき芽も低温特に伸長するが，蕗
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今回，チンゲンサイのわき芽伸長について，保温の影

響を検討し，品種の違いによりわき芽の伸長量に蓋があ

ることや，わき芽の伸長が花軸の伸長と関係が低いこと，

並びにわき芽の伸長が生育気・温が高い方が小さいこと等

を明らかにしたので報告する.

材料及び方法

1 わき芽の伸長及び花軸の伸長の品種間差異並びには

穣時期の影響

1)試験(1) 1998年

「膏帝j，r脊美j，r冬賞味j，r武帝Jの4品種を供試

し，兵庫県立中央農業技術センターのガラス室にで，
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1998年12月3日にセル288穴トレイには種し， 1999年 1

月 7日にビニルハウスに定植した.ハウスサイドは透き

闘を開けて常に換気した状態とした.脂120cmのうねに

4条植えとし，株間は15cmとした.純肥量は N，P20S， 

K20それぞれ10，10， 10kg/10aを全量基杷とした.

収穫は調製震が約150g以上になった時に行い，収穫時

にわき芽が 3cm以上に伸長した株をわき芽伸長株として，

伸長株主与を調査し，花軸の長さを測定した. 1区60株反

復なしで定植し，わき芽謂査は60株，花軸調査は10株ず

つ行った.

2 )試験(2) 2000年

円高賞味j，rニイハオ114j，r冬賞味j，r武帝」の 4品

種を供試し，ガラス案にで， 2000年12月18B， 25日，

2001年 1月9日の 3田は種し，それぞれ 1J=.I26日 2月

2日， 16日にビニjレハウスに定植した.育苗はセル288

穴トレイを使用した.ハウスの換気，株間，施肥畳，調

査は試験(1)と閥様にしたが，定植20日後から40B後まで!

ビニーノレでトンネル被覆した. llR50株定植し，わき芽

調査を50株，花軸調査を10株ずつ行った.

2 被覆処理の違いが生青及びわき芽伸長に及ぽす影響

1997年12月 2BIこチシゲンサイ「育帝j及び「武帝」

をガラス室において，セル288穴トレイには麗し， 1998 

年 l月 5Bにどニノレハウス内に定植した.試験誌は，①

無被覆区，②ビニルによるすそあきトンネル被覆区，@
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関 1 チンゲンサイ品種のわき芽伸長株率および花軸長

(1998年)
注)は在 12月3臼，定植 HI7日，

弱ままは各品種とも誠製霊が150gを越えた時とした.

すそあきのトンネルの内音日にパスライト(ユニチカ)で

べた掛けをする三重被覆区，@ピニルによる密閉トンネ

ル被覆区の 4lRとした. ビニルハウスのハウスサイドは

透き間を開けて常に換気した状態とし， うね幅120cm，

4条植えで，株間は15cmとした.施肥量は試験 lと悶様

とした.

1試験区約100株とし 2反復した.平均的な l株の

調製重が約150gとなった時に区内の全株を収穫した.

問時にわき芽伸長株率，伸長したわき芽本数，わき3事長

さを，全株調査し，草丈，調製重，株張り(株の地探部

のふくらんだ部分の直径)，葉色(ミノルタ葉緑素計使

用)を llR10株調査した.

結果

1 わき芽の伸長及び花軸の伸長の品種間袈異並びには

種時期の影響

1)試験(1) 1998年

わき芽伸長株率と花軸長を図 lに示した.供試した 4

品種において，わき芽の伸長株率は「冬賞味Jが60%で

も少なく， r雪美jが85%，r育帝jが95%，r武帝J

は100%であった.調査した全ての株で花芽は分fとして

おり，花軸の長さを比べると， r育英Jと「脊帝Jが 8

cmを越え， r冬賞味Jと「武帝Jは4cm以下で、あった.

，2)試験(2) 2000年
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図 2 チンゲンサイ品種のわき芽伸長株率および花軸長

(2000年)

注)図中のB付はは種臼を示す，定植臼はそれぞれl月初日，

2月2臼， 16日，調資はそれぞれ3月19日， 28臼， 4 fJ 
10日iこ全品種一斉に行った.
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表 1 被覆処理の違いと被覆内の気・温

処理 1 月 11 日~ 1 F.l31臼 2 月 1 日 ~2 丹訪日

平均 最高 最低 平均 最高 最低

(OC) CC) CC) CC) CC) (OC) 

無被覆 7.2 14.0 1.9 6.1 16.7 -1.1 

すそあき 8.9 17.7 3.2 8.7 21.3 1.0 

ニ重被覆 11.8 21.3 6.6 11.5 20.9 5.4 

密 餌 11.8 23.9 5.5 11.3 28.1 2.8 

異なるは種時期で3自の試験を行った時のわき芽伸長

株率と花軸長を図 2に示した.わき芽の伸長は「ニイハ

オ114jが全ての時期で伸長株率0%で最も少なく. i武

帝j が17~40%で全時期とも最も多かった. i福賞味J

と「冬賞味Jでは. 12F.118日は種では「福賞味Jの方が

多かったが，後の2時期では「冬賞味Jの方が多かった.

調査時には全ての株で花芽が分化し，花軸長は各品種と

も，は種時期が遅いほど長くなった. i播賞味Jと fニ

イハオ114jは「冬賞味」や「武帝」に比べて長く. i冬

賞味Jは12月18.25日は種では「武帝Jとほぼ間程度で

あったが 1月9日は種では「武帝Jより長かった.

2 被覆処理の違いが生育及びわき芽伸長に及ぽす影響

被覆内の気温を表 1に示した.平均気温でみると 1

月 2月ともにニ重被覆区と密閉区は最も気温が高く，

すそあき区，無被覆区のJI罷となった.二重被覆涯と密閉月

区との間にはほぼ差が認められなかった. しかし最高，

最抵気温でこ霊被覆区と密閉毘を比較すると，最高気温

は密閉区がこ重被覆区よりも高く，最低気温は逆に二重

被覆区が高かった.すそあき区は 1月の最高気温，最低

気温および 2月の最低気温は，二震被護区あるいは密閉

震と無被覆琶の中間であったが 2月の最高気温は二重

被覆区とほぼ悶じで，密閉区よりも低かった.

収穫時の生背とわき芽の伸長安表 2に示した.わき芽

の伸長株率は. i武帝」については無被覆区が100%と最

も高く，すそあき1X98.8%.二重被覆区82.5%. 鶴間区

51.3%の)1聞になった. i青帝Jについては. )1境位は「武

帝」と同様であったが，すそあき区では「武帝Jが100

%近くであるのに対し.80%と少し低下し，二重被覆区

は「武帝Jの82.5%に対し59.4%とかなり低下した. 1 

株当たりの伸長したわき芽本数は荷品種ともに無被覆区

が多く，密閉区は少なかった.わき芽の長さは両品種と

も無被覆箆が最も長く，器開区が最も飽かった.

収穫可能時期の違いでみると，生育の速さは密陪誌が

最も速く 2月268収穫となったのに対し，二重被覆区

は4日，すそあき区は10臼，無被覆区は20日密関区より

収穫が遅れた.収穫時での草丈，調製重，株張りは区間

での一定の傾向がみられず，業色は早く収穫した区ほど

淡い鎮向が認められた.

考 察

チンゲンサイのわき芽の伸長は品種による差が大きか

った.供試した品種の中では，わき芽の伸長は「武帝j.

「青帝j.i育英Jが大きく，花軸長は「育帝j.i青美j.

表2 被覆処理の違いがチンゲンサイの生育およびわき芽の伸長に及ぼす影響

品種 処理 収穫日1) わき芽2) 草丈 調製重 株張り 3) 葉色4)

伸長株率 本数 長さ

(%) (/株) (cm) (cm) (g) (cm) 

武帝 無被覆 3月18日 100.0 3.1 14.1 23.2 144 5.8 52.8 

すそあき 3月8日 98.8 2.9 12.1 22.9 127 5.5 44.9 

二重被覆 3月2日 82.5 1.5 9.0 24.8 150 5.8 35.5 

密 閉 2月26臼 65.0 1.0 8.5 24.6 128 5.4 30.2 

?寄帝 無被覆 3月188 97.5 3.5 10.0 21.2 162 6.0 43.1 

すそあき 3月88 80.0 2.4 9.0 20.4 149 6.1 32“5 

二重被覆 3月28 59.4 1.1 8.5 22.0 162 6.0 28.5 

密 閉 2月268 51.3 0.9 7.6 22.3 157 5.9 25.6 

1 )は種12月2日，定槌 1F.I 5臼，収穫は調製重約150gを毘安とした. 2)わき芽は長さが3cmU上のものを数えた，

3)株張りは株元の最も膨らんだ部分の誼径. 4)葉色はミノルタ製葉緑素計の SPAD値
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「福賞味J，rニイハオ1-14Jが長かった.花芽は全ての株

で分化していた.は種時期を変えた場合でもこの傾向は

ほぼ開じであった.岩間ら 2) は，キャベツの側芽の形

成は，生長点が一旦花芽分化し陸止するために生じるこ

とを述べているが，著者らりが越冬キャベツの春期の

わき撃の伸長を謂査した結果，わき芽の伸長は花芽の分

化とは関係が少ないと考察した.、チンゲンサイにおいて

は，花芽分化しでも，わき芽の伸長しない株もあり，わ

き芽の伸長と花芽の分化との関係は小さいと考えられる.

成松5) によると，チンゲンサイの花軸は，長日条件

で伸長すると考えられるが，品種によって，花軸の伸長

とわき芽の伸長との関係が異なることから，花軸の伸

長とわき芽の伸長との関係は，小さいと考えられる.

被覆処理とわき芽の伸長との関係では，無被覆区に比

べて，被覆処理震ではわき穿の伸長は少なかった.著者

ら7) の夏どりキャベツの報告では，平均気視が 50C以

下の 1月にはわき宰は発育しにくく， 6
0
C前後の12月あ

るいは 2月上旬頃に発育を開始し， 7~80Cの 3 月上

旬以降に伸長した.

本試験のチンゲンゲンサイでは，平均気温 6~ 7 oCの

無被覆亙でわき芽の伸長が最も多かったが，平均気温11

~120Cの二重被覆区や密閉眠でも50~80%の株でわき芽

が伸長した.キャベツのデータは露地の気温であり，チ

ンゲンサイの場合はハウス内で，さらに被覆下の気温で

あるため，問機には比較できないが，チンゲンサイの場

合，キャベツより高い温度域でも，わき芽が伸長すると

思われる.

被覆処理において，平均気温がほぼ同様の二重被覆墜

と密閉区では，最高気温が高《最低気温が低い密閉震の

方が，二重被覆区よりも生育が速くわき芽の伸長は少な

かった.この原因については，最高気温の高さが主要因

であるか，あるいは生育速度が主要因かは今由の試験で

は明確でなく，さらに検討を要する.

品質との関係では，高温条件で生育した区は葉色が淡

くなる傾向が認められた.小林らりはホウレンソウに

ついて，潅水を制眼すると葉色が濃くなり， これは細胞

の伸長が抑制された結果，葉緑素含量が高まるためでは

ないかと述べている.高温条件では，生育速度が速まっ

たため，葉緑素含震が相対的に少なくなり，葉色が淡く

なるのではないかと思われる.消費者のニーズに合うよ

うな葉色の濃いものを収穫するためには，生育段階に応

じて変温で管理する必要が生じる.このためには，被覆

処理時期や，処理期間とわき芽伸長の関係についても検

討しなければならない.
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